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中枢神経系に損傷を受けると神経組織の恒常性の破綻により神経機能障害が⽣ずる。損傷後の中枢神経組織では
種々の可塑性が誘導され、機能回復にとって有利な神経回路再編成がみられることが知られているが、多くの場合⼗分な
機能回復を達成するには及ばない。したがって、損傷を契機として惹起される神経可塑性を分⼦⽣物学的知⾒に基づい
て⼈⼯的に制御し、神経回路網を適切な形で再構築することにより失われた神経機能を回復させようとする試みは臨床
神経科学上の最重要課題の⼀つであるが、未だ⼤きなブレークスルーは得られていない。本発表では、損傷後の脳内環
境の調節⼿法や神経回路そのものの可塑性への介⼊⼿法を開発することでこの課題を解決しようとする我々の試みをご
紹介したい。
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